日本に 生れた 以上 は 



1 干 田國士 



僕 は 日本人で ある こと を恥ぢ もしない し、 矜り とも 

して ゐ ない。 つまり、 これ こそ、 人間に 生れた ことと 

同様、 実に 運命的で あり、 偶然で ぁリ、 誰の 力で もど 

うする こと もで きない ことで ある。 だから、 それにつ 

いて、 愚痴 もこ ぼさない か はり、 感謝 もして ゐな いと 

い ふ 当り前な 前提 をして お い て —— - 

二 



やん とど こかに あるので ある。 それ を 伸び 育た せる 努 

力と 計画が 不足して ゐる こと は、 われわれの 罪で ある。 

(実は 政治家の 罪 だと 思って ゐ るの だが) 

僕 は 文学者と して、 別に 「愛国 文学」 を 作り、 又は 

提唱し ようと は 思 はぬ。 国民 大衆の 愛国心 は、 所謂 「愛 

国 主義者」 のデ モンス トレ ェシ ヨンに よって、 判断す 

る こと もで きず、 官憲 や 教育 当事者の 日本 精神 鼓吹に 

よって、 高め 得る もので ない ので ある。 現に それ は 憂 

ふべき 逆効果 を 生みつつ ある ことに、 彼等 は 気づかぬ 

ので あらう か？ ファッショの 名 を 以て 呼ばれる 愛国 

主義が、 いかに 心 ある 民衆の 希望 を、 祖国 日本より 引 



離しつつ あるか を 見れば わかる。 (六 字 削除) 徐々 に 

感激 を 失 ひ つ つ ある 国民 を 誰が 作った か？ 

八 

日本で は、 かう いふ 常識的な 問題 を 思想家 は 軽蔑す 

る 風が あり、 これ を 取り上げて わいわい 云 ふの は、 み 

な 思想 的に は 訓練の ない 人間ば かりであった。 いつま 

でた つても、 常識が 常識と ならず、 民衆 は、 常識 下の 

思想に 追随し、 今日に 於いて すら、 殆ど 健全なる 社会 

感覚と いふ もの を もたない ので ある。 この 上、 政治家 



点が いかにも 低 いのは 残念 だ。 しかも、 その 低 さは、 

人権蹂躪の 歴史が 齎し たもの だと、 僕 はふと 感じた 

ことがある。 日本人に、 いかなる 人間が 美しい か を 

教 へよ。 それが 徹底 しないと、 芝居 も 映画 もよ くな 

らぬ。 (これ は少々 脱線 か？) 

日本の 自然 は 眺める やうに できて ゐる。 西洋の 自 

然は そのな かで 遊ぶ やうに できて ゐる。 どっちが 美 

しいか わからぬ。 そして、 どっちが、 ょリ 「自然」 

であるか、 これ は考へ ものである。 



尊 民卑的 気質 を 反映 して ゐる 場合が 多 いのは どうし 

たわけ か。 「官」 のな すと ころ、 悉く これに 反対す る 

とい ふの は、 もっと 文化の 一般 水準が 高まった 時に 

こそ、 意義の ある (或は 威勢の 好い) ことで ある。 

現在 日本の やうに、 芸術 も 科学 も、 更に 文学で さへ 

も、 ァカ デミ スムの 恩恵に よって 近代的 洗礼 を 受け 

た 事実 を 目の前にして、 ァカ デミ スムの 否定 に 急な 

る は 甚だ 偏狭で、 幼稚な 考へ 方で ある。 現代 日本の 

選ばれた 人々 は、 もう 暫く 辛抱して 「官」 を 利用し、 

誘導し、 為すべき を 為さし むべき である。 ァカ デミ 

スム に対する 恐怖 は、 期待の 大き 過ぎる ところから 



来る ので、 これ こそ 官尊民卑の 思想で ある。 ァカデ 

ミス ムは ある 時代の 役割 を 果せば いいので ある。 ァ 

力 デミ スムの 樹立 以前に、 アンデパンダンの 発展 を 

望む が 如き は、 文化の 推移の 法則 を 無視した もので 

ある。 r 官」 は 「民」 のために、 「民」 によって 存在 

するとい ふ 確乎たる 事実 を、 官吏 はつひ 忘れたがる 

もので あり、 この 職業的 関節 不随の 症状 を、 さう 絶 

望 的に 考へ なくても いい。 なに を やり 出す かわから 

んのは 誠に 困った もの だが、 なんにも させずに やる 

かやる かと 待って ゐ るより、 まあなんでも 註文 をつ 

けて やらせて みた 方が いいので ある。 きっと 悪い こ 



と をす る だら うとい ふ 猜疑心が、 これ も 無理と は 云 

はぬ がち つと 強す ぎて、 どうせ さう 思 はれて ゐ るな 

らと、 不貞な 夫の やうな 考へを 起させない でもない- 

官民 互に 相 信じ 合 はない こと (或は 信じ 合へ ない こ 

と) は 前に も 述べた やうに、 日本国民に とって、 現 

代の 憂鬱の 一 つで ある。 

こんな こと を 書いて ゐ ると きりがない からもう やめ 

る。 

武田 君に は 至極 平凡な、 大 へん 長ったら しい もの を 

読ませる ことにな つて 相 済まぬ が、 どうか 許して 下さ 



い。 殊に 最後の 一 項 は 君の 顔が 目の前に 浮んで ゐ るの 

で、 つ ひこん なにく どく 書いたら しい。 君の 「愛国心」 

が 何 を 語る か、 僕 は、 それ を 聴く 前に、 もう わかって 

ゐる やうな 気がする。 がし かし、 その 言 ひ 方が どんな 

であるか、 大いに 楽しみで ある。 (一九 三 六 • 八) 
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